
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 ３００３ 

令和５年度 工業科 

 

教科 工業 科目 課題研究 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書  

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

工業高校３年間の集大成としての取り組みで、担当の先生が提示したテーマに関した内容に１年

をかけて取り組む。その研究活動過程と結果に関して随時まとめをおこない、最終的にその取り組

み結果を１月に発表する総合学習としての実技科目である。提示されたテーマに関して指導教員と

班員とで相談しながら研究をすすめていく。 

今までに学んだ学習基に、また実習で習得した技術を活用してかつ指導教員の助言を参考に、仲

間とともに研究をすすめていくことが目的である。主体的に課題に取り組む姿勢を見せてほしい。 

 

２ 学習の到達目標 

1 機械技術を総合的に理解する。 

2 技術者として望ましい態度や習慣を身に付ける 

3 災害防止と安全の心得を習得する。 

4 課題に対して自ら考え、自ら行動する姿勢を身につける 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

機械加工、溶接、に関

連した課題に興味・関

心を持ち、その問題解

決をめざして意欲的

に取り組むとともに、

社会の発展をはかる

創造的、実践的な態度

を身につけている。 

目的を理解し、達成す

るために、適切な手段

を講じ、解決をめざ

し、自ら考え、適切に

判断し、創意工夫する

能力を身に付けてい

る。また、結果をまと

め、その成果を的確に

表現できる。 

ものづくりの各分野

に関する基礎的な技

術を身につけ、安全

や環境にも配慮し、

ものづくりを合理的

に計画し、実際の仕

事を適切に処理する

技能を身につけてい

る。 

現代社会における工

業の意義や役割を理

解している。また、

自分なりの意見や考

察ができている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

実習報告書 

製作品 

課題研究発表会 

学習状況の観察 

実習報告書 

製作品 

課題研究発表会 

学習状況の観察 

実習報告書 

製作品 

課題研究発表会 

学習状況の観察 

実習報告書 

製作品 

課題研究発表会 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

年
間 

 

１．オリエンテ－ション 

テーマ説明と班分け 
○ ○ ○ ○ 

A：機械加工、溶接、に関

連した課題に興味・関心を

持ち、その問題解決をめざ

して意欲的に取り組むと

ともに、社会の発展をはか

る創造的、実践的な態度を

身につけている。 

ｂ：目的を理解し、達成す

るために、適切な手段を講

じ、解決をめざし、自ら考

え、適切に判断し、創意工

夫する能力を身に付けて

いる。また、結果をまとめ、

その成果を的確に表現で

きる。 

ｃ：ものづくりの各分野に

関する基礎的な技術を身

につけ、安全や環境にも配

慮し、ものづくりを合理的

に計画し、実際の仕事を適

切に処理する技能を身に

つけている。 

ｄ：現代社会における工業

の意義や役割を理解して

いる。また、自分なりの意

見や考察ができている。 

学習状況の観察 

 

実習報告書 

 

製作品 

 

課題研究発表会 

2．目標の設定 

テーマに応じて、目標の設定 
○ ○   

３．テーマについての情報収

集と課題の抽出、協議 
○ ○   

４．計画 

年間計画作成 

中期計画作成 

 ○ ○ ○ 

５．研究作業 

加工・組立・プログラミング

等の作業 

○ ○ ○  

６．検証（改善および改良） 

目標達成度の確認 

改善必要項目の抽出 

○   ○ 

７．改善計画 

短期計画作成 
 ○ ○ ○ 

８．改善研究作業 

改善作業 
○ ○  ○ 

９．検証 

目標達成度の確認  
○   ○ 

１０．課題研究発表 

資料作成と発表 
 ○ ○ ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


